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[Ca2+]jの著明な上昇が関与していることが示された.

21)ブダ冠摘出血管のニ トログリセ リンおよび
ヒドララジンの拡張反応

佐久間-弘 (新潟大学麻酔科)

ニトロゲり七l)ソ及びヒドララジンの低酸素下におけ

る冠血管拡張作用を比較検討した.

ブタ冠状動脈前下向枝の輪状標本を作製した.クレブ

ス液中での静止時張力を 2gに保った.対照群では95

,oi02,59,6'co2,低酸素群では95% N2.5%Jc02で

飽和 した.エンド七りンにより KC180mM 収縮の50

%を得た後,ヒドララジソ及びニトロダリセリソを容量

依存的に投与し.拡張作用を比較した.

ヒドララジンの冠拡張作用が対照群に比べ,低酸素下

で減弱したのに対しニトログリセリンでは逆に増強した.

虚血性心疾患に対しヒドララジンは好ましくなく.ニ

トロゲリセりンは有効であることが示された.

22)摘出ブタ腎血管に対する Hypoxi銃の影響

円中 剛 し新潟大学麻酔科)

今回我々は摘出ブタ腎血管に対する Hypoxiaの影響

を調べた.ブタ腎血管を摘出しクしブス液中で張力を測

定した.95%窒素5%二酸化炭素でクレブス液を飽和し,

30分間 hypoxia状態にした.

結果 ブタ腎血管は hypoxia時に収縮した.血管内

皮細胞のない状態では,収鰍･土有意に抑制された.イン

ドメサシソ,アスピリンを前処置すると.収縮は有意に

抑制された.Cafree状態および,ニカJLジビン前処置

では持続的な収縮がみられた.

考察 hypoxia時の収縮は内皮細胞および,cycloox-

ygenaseが関与する,また.細胞内 Caストアから Ca

放出が示唆される.

23)ラット血管平滑筋培養細胞内 C汲2十の動態

雫志原箆 串福田 悟 櫛 潟大学麻酔榔
血管平滑筋細胞の収縮 ･弛緩i二は細胞内 Ca'1+の動

きが関与している.この Ca2+の動きを捉える方法の

1つとして蛍光 Ca汁 指示薬 fura-2を用いた顕徴鏡画

像解析がある.演者らは,ラ､ソトの血管平滑筋培糞細胞

を用いてアルギニンバゾプレ･･ノシソ投与時の細胞内 Ca汁

の画像解析を行ったので報告する.

蛍光比の変化からアルギニン,ミゾプレ･ソシソ 10-7M
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負荷iこよる細胞内 Ca2+濃度の上昇を経時的にまた空

間的に捉えることができた.細胞内 Ca2+濃度の上昇

は部位によi)異なり.細胞内 Ca2+貯蔵部位の不均一

な分布が示唆された.

24)エンドセ リン-1気道収縮性に及 ぼ す ア ル

カローシスの影響

津久井 轟 (新潟大学麻酔科)

血管収縮物質エンド七りン/-1は強力な気道平滑筋収

縮作用を有することが知られている.エンド七1)ン-1

気道収縮性は低炭酸ガス分圧によi)抑制されるが.この

抑制が低廃酸ガス分圧に随伴するアルカロ-シスをこよる

のかは明らかでなかった.そこで潅流液の観既を調製す

ることで pH を補正し,低炭酸ガス分圧下での反応と

比較検討した.

[結果および結論]ェンド七りソ-1の収縮反応は正

常炭酸ガス分圧/アルカローシスでは影響されず,低炭

酸ガス分圧/正常 pH および低炭酸ガス分圧/アルカ

ローシスによE)有意に抑制された.以上より_T-ソド七り

ソ-1の収縮反応は低炭酸ガス分圧により抑制され,そ

の抑制は低炭酸ガ1分圧そのものによることがわかった.

25)家兎大動脈神経遠心性 活 動 に 関 す る研究

瀬尾 嗣 瑠 葦 義 認 学 部附舶 院)

末梢の呼吸調節に関わる化学受容器は,その感受性が

遠心性に調節されているといわtlている.本研究では,

家魔の大動脈神経の遠心性交感神経活動を記録し,これ

に対する反射性調節畿溝を検討した.

1. 血圧上昇及び大動脈神経の求心性電気刺激によっ

て遠心性活動は抑制された.

2. 低濃度酸素及び高濃度炭酸ガスの吸入,またはロ

ベ])ンの投与による柔動脈体の化学受容器の興奮は,

反射性に遠心活動を増加させた.

3,遠心性活動は呼吸周期性を示し,また迷走神経の

求心性電気刺激によって呼息性ニュー-一ロン活動と類

似した反応を示した.

したがって,大動脈神経の交感神経活動は呼息中枢の

影響を強く受けて放電し,また末梢の圧受容器と化学受

容器から反射性に調節されていることが明らかになった.


